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和文要旨

ル″りθJagたαJRωιακλ 45巻 3・ 4号掲載論文

熱帯アジアにおけるメダカ属 (θッzliCS)の 系統分類と4種の新種

記載

Tyson R.Roberts

本論文 45(3):213-224

Day(1877)を 始めとするインド, ミャンマー,お よびマレー

シア産 の θ丹グαs“θ′αs′な″αは Hamilton(1822)の ノリοε力θJル S

ρα″ε力爾 に基づくものである。インドおよびバングラデッシュに

は大型の 2種 が分布する。すなわち,θ あ″εθ4α (HamiltOn,
1822)が最初に,次いでθ εα

“
α′jσ夕s(JerdOn,1849)が報告され

た。ミャンマーには 0あ′ε
`″

αに加えて小型の1新種,θ 夕И j

が分布する。θ
"″
αjと θ ″j″夕′j′ルs Sm■ h,1945は 5/6の代わり

に4/5の尾鰭条を持つことで他のメダカ属魚類から区別される。

さらに θ 夕″αJは色素が明瞭で,腹鰭が 6条 ,大 きくて臀鰭基

点まで達することで,5条の小さな腹鰭を持つθ
“
j″夕′j〃夕sか ら

区別される。メコン川流域を含むタイには大型で汽水種のいわ

ゆるθヵッα′jε夕S(BLCker,1854)と ,小型の淡水種のθ ″
`わ
4_

r″Sな Magt00n&Uwa,1986お よびθ″″夕′j〃夕sが分布する。タ

イ各地のθ ″J′夕′J′ルsは ,概 して黒ずみ,黒い生殖器や腹面な

ど他魚類には見られない特徴を備える。ラオスのメコン川流域

には大型のθ′α′zipθ s(Temminck&Schlegd,1846)と 新種θ ρθε―

′ο″′お,お よび小型の2種θ
“
θたθ″r“ Sお とθ

“
j“夕′j〃夕sが分布す

る。ベ トナムでは,小型でやや体高がある新種,θ 力αttJα″r4-
sな のみがメコンデルタに分布する。インドネシアには21-25の

臀鰭条とHの胸鰭条を備える大型のθブαッα″jε夕S(Bbeker,1852)

と,17-21の 臀鰭条と9の胸鰭条を備える小型の新種θ カタbbsj

がそれぞれ分布する

(Department oflchthyology9 California Academy of Sciences,USA)

メコン川流域における淡水産フグ属 (乃Jraθあκ)の系統分類と2

種の新種記載

Tyson R.Roberts

本論文 45(3):225-234

メコン川流域には5種の淡水産フグ属 (■′″οあ4)魚類が知ら

れている。すなわち,広域分布種のア′θJ"″夕s,2既知種のアbα j_

′り,と rsタッα′′Jj,お よび2新種の r bα rbα′夕sと r αb`jである.r
bα′′り′は採集例が多いが,生虐、場所は急流域に限られる。 =
αbθ J,r bα rbα′夕sお よびrsタッα′′JJは多少とも流れがある場所を好

む。一方,π ′θJ′ r夕sは急流域を除くほとんどすべての水域に生

虐、する.rαわθJと r bα rbα′
“
sは
「
′θj″″夕sに もっとも近縁である

が,π ′θJ夕″夕sと は体色の違いによって容易に区別できる。rs夕 _

ッα′′jJは著 しく上向きの口と,日 を中心に放射状に広がる明暗条

または点列を持つことを特徴とする。アbα Jiり′は体および頭に

は鱗がない代わりに皮骨性の棘毛に覆われる。

(Department oflchthyology9 California Acadcmy of Sciences,USA)

恒暗期から恒明期への変更が及ぼすヌタウナギ√′′α′r`′
“
s

b″暉″Jの概日性遊泳活動リズムヘの影響

樺澤 洋
本論文 45(3):23ゝ239

ヌタウナギ卵′α′κ′νS b夕 rgarjに恒暗 (DD)下 で光パルスを与え

ると,その活動の周期性に周期反応 (pc五 od rcsponse)や 位相反

応 (phase responsc)が現われることが知られている。刺激を活動

初期に与えた場合には相対周期が長 くなって位相の後退が,活

動終期に与えた場合には相対周期が短 くなって位相の前進がお

こる。

そこで本種 15個体を用いて,DD下 (お よそ2週間)で発現す
る自由継続リズムの活動周期の任意の時点で恒明 (LL,水槽底

照度 :3001x)に 変更 した場合の活動周期と位相の変化を検討

した。周期反応に関しては,DD―LL変更時点 (t)と 変更後の周

期変量 (∠τ,τLL~τ DD)の 間に余弦曲線で示される統計学的に有

意な関係が得られた。すなわち,活動開始 1.5時 間前に∠τは正

の最大値を示 し,活動終了0.5時間後に負の最大値を示 した。
一方,位相反応に関 しては, 1例 を除いて全てに位相の後退が

認められた。

(〒 238-0225神 奈川県三浦市三崎町小網代 1082 京急油壷マ

リンパーク)

二重県長島町におけるカダヤシの生殖年周期

古屋康則・板津たか子・井上睦美

本論文 45(3):241-248

三重県長島町で自然繁殖 している胎生硬骨魚カダヤシGα
“
―

わ″s,α り物Jsの生殖年周期を明らかにすることを目的として,一

定条件下で飼育された個体,お よび野外で採集された個体にお

ける卵巣組織の変化を調べた。

16時 間明期 8時間暗期の光周期で25° Cで飼育されたカダヤシ

は,平均 22.1日 の間隔で出産を繰 り返した。出産後 0日 目から

3日 目には活発な卵黄蓄積が起き,生殖腺体指数 (GSI)は 10%

まで増加 した。卵黄蓄積を終えた卵母細胞は出産後 3日 から5

日目に受精 し,濾胞内で発生を開始した。出産後 10日 目には油

球期の卵母細胞の一部が次の妊娠のための卵黄蓄積を開始 し

た。受精卵は発生を続け,出 産直前の20日 目にはGSIは 30%に

達 した。このように,本種では妊娠と卵黄形成が一部重複 して

行われる。

以上のような繁殖期中の卵巣内での出来事を考慮に入れて、

自然繁殖個体の生殖年周期を以下の 5期 に分けた。 1)回 復期

(2-4月 ):GSIは 1%前後の低値で推移する。卵巣内は油球期

以下の卵母細胞からなり,未熟な状態である.卵巣内に精子が

出現 し始め,こ の時期に交尾を開始するものと思われる。2)前

繁殖期 (5月 上旬 )三 GSIの平均値は 1%か らlo%ま で急激に増

加し始める。油球期の卵母細胞の中から卵黄球期の卵母細胞が

発達し始める,繁殖直前の時期である。3)繁殖期 (5月 中旬-8
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月):卵黄形成,成熟,受精,妊娠,お よび出産を約 1カ 月間
隔で繰り返し行なう時期である。4)繁殖終了期 (9-10月 ):油
球期から卵黄球期への卵母細胞の補充が止み,最後の妊娠およ

び出産を行なう時期である.5)退縮期 (11-1月 ):最後の出産
を終えて、卵巣内は油球期以下の卵母細胞で占められる。卵巣

内の精子は徐々に見られなくなる。

(〒 501-1193岐阜市柳戸 1-1 岐阜大学教育学部生物学教室)

オーストラリアから得られたダルマガレイ科セイテンビラメ属の

1稀種と1新種

尼岡邦夫・荒井将人

本論文 45(3):249-257

分類形質の記載に乏しかったセイテンビラメ属の稀種/s′θЮr―

力θ
“
b夕sb′θθたθ″j(Madeay)を 完模式標本及びオーストラリア沿岸

より得られたlo個体に基づいて再記載した。本種の完模式標本

は若魚であったためにその帰属は曖味であったが,調査の結果 ,

本種は両眼間の幅,鰭条長,吻棘,無眼側の体色などに性的二

型を示さないこと,4枚の尾鰭骨格が深く多数に分枝すること
でAmaoka θ′α′。(1994)に よって再定義されたセイテンビラメ属

の標徴の多くを共有することが明らかになった。そこで,ナガ

ダルマガレイ属И
“
彎′οss夕sか ら本属に移された。本種は鯉把が

細長くて鋸歯を持たないこと,背鰭第 1軟条が他の鰭条から遊

離しないことで,他のセイテンビラメ属の種類と異なるが,本
種を含める適当な属が他にないこと,新属を創設するにふさわ

しい形質が見つからないことから,鰊 ulEと 背鰭の形質を除いて
センテンビラメ属を再定義し,本種を含めるのが妥当であると

判断した。Norman(1934)は 本種をダルマガレイ属Eυ Юsο―

ρο″へ移したが,彼の調査した個体は本種でないことが判明し
た。

一方, オーストラリア北西部から採集された8個体に基づい

て新種/sたЮ″力ο
“
b夕s οsεノタsを記載した。本種は上記の特徴を

すべて共有することでИ.b′θθルrjに最も類似し,セ イテンビラメ

属に含められた。また,本種は上顎歯が2列 (稀に3)であるこ

と,尾鰭に1対の明瞭な黒点斑があることでИ。ゎ′θ
`滋
″jに よく似

るが,鯉把が短いこと,日が小さいこと,及び有眼側の鱗が弱
い櫛鱗であることで容易に区別できる。また, これら両種は

2(3)列 の上顎歯,鋸歯のある鯉把,分離した第 1背鰭軟条がな
いこと及び尾鰭に1対の明瞭な黒色斑があることでセイテンビラ

メ属のセイテンビラメИ.Jκ′θrF7`グJ"S及びタイコウボウダルマИ.

力jθ′S'Sと 容易に区別できる。

(尼岡 :〒 041-86H函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部
生産基礎生物学講座 ;荒井 三〒310-8555水 戸市三の丸 1-5-38

茨城県農林水産部漁政課)

最節約法を用いた日本産純淡水魚類の分布パターンの解析とギ

ギ科への適用

渡辺勝敏

本論文45(3):259270

日本産淡水魚類相の歴史的成立過程を明らかにする一環とし

て,最節約法による純淡水魚 (一次性淡水魚と一部の二次性淡
水魚)の地理的分布パターンの解析を試みた。九州 。四国 。本
州・北海道の4島 を海峡や分水界に基づいて 25地域に分け,

種以下の計73分類群の分布データをもとに地域固有性の最節約

解析 (PAE)を 行った結果,44個の最節約地域分岐図が算出さ

れた。それらすべてにおいて2つ以上の固有分類群で支持され

る固有地域は8個見出され (解析単位地域とそれらを組み合わ

せたものを含む),地域魚類相間の階層的な類似関係が推定さ

れた。地域分岐図は, 日本の純淡水魚類相が北海道中 0東部と

それ以外に分かれ,後者は主に本州北東部からなる固有地域と

4固有地域 (九州西部,中国地方南東部,近畿地方中部,東海
地方伊勢湾周辺域)お よび周辺域を含む西南部から構成される

ことを示した。本結果は, これまで提示されてきたいくつかの

淡水魚類相の特徴,例えば, フォッサマグナ周辺を境とする魚

類相の顕著な相違等を支持した。本解析は日本のみを対象とし

ている点などで完全ではないが,分布種の共有により地域間の

関係を明示し,一般パターンに照らした各分類群の分布パター

ンの再構成を可能とするものである。例として,国内で異所的
に分布するギギ科の4固有種の分布パターンを地域分岐図の上

で最節約的に再構成すると,現在ネコギギが分布する伊勢湾周
辺域においてギギが二次的に消失 (絶滅)し たことが示唆され,

これは化石記録によって支持されている。

(〒 108-8477東 京都港区港南4-5-7 東京水産大学魚類学研

究室 ;現住所 三〒917-0003福 井県小浜市学園町1-1 福井県

立大学海洋生物資源学科)

attα ル″αの有効性と後模式標本の指定およびコバンヒイラ

ギc mi4″ raの再記載

山下剛司・木村清志・岩槻幸雄

本論文 45(3):271-280

Gαzzα グθκ′ιχ(ヽたlenciennes in Cuvier andヽねlencienncs,1835)は

従来コバンヒイラギG.“ Jκ夕′α(B10Ch,1795)の 新参同物異名とさ

れてきた。両者の模式標本を含むインド洋―西部大西洋域から得

られたコバンヒイラギ属魚類標本を調査した結果,下記のよう
な相違点からG.ル″妙

`が
有効種であると確認された。G.ル″歓

はコバンヒイラギによく類似するが,体高が高く,体長の
43.6-51.4%で あること (コバンヒイラギでは28.346.5%),眼 寓

と上顎間にある銀白色域の形状が幅広くかつ先端付近まで眼富

と接すること (幅狭く基部付近のみ眼寓と接する),体背側上半

部に数本の細い波状横帯があること (体背側上半部に数本の大

い波状横帯があり,側線上に広い間隔で暗色斑が並ぶ),体背
側前方の連続した被鱗域は側頭部感覚管後端を通る垂線を越え

ることはなく,被鱗域の先端から側頭部最湾入部までの直線距
離は有孔側線鱗の枚数3-5枚であること (被鱗域は垂線を越え

て前方へ広がり,佃1頭部湾入部までの距離は側線鱗数の 1-2.5

枚),第 1ネ申経間棘が第1,第 2神経棘間に深く挿入されること

(挿入は浅い),第 1ネ申経間棘前縁の張り出しは狭く,その縁辺
は湾入すること (張 り出しは広く,その縁辺は突出する),第 1

血管間棘の前方突出部が短いこと (突出部は長い),第 1,2下尾

骨と第3,4下 尾骨がそれぞれ癒合し,2枚の下尾骨板を形成す
ること (第 1-第 4下尾骨は癒合し,1枚の下尾骨板を形成する)
から容易にコバンヒイラギと区別することができる。この報告

でG.虎惚 の後模式標本の指定とコバンヒイラギの再記載を行

った。

(山下 。木村 :〒 517-0703三 重県志摩郡志摩町和具私書箱 H
号 三重大学生物資源学部附属水産実験所 ;岩 槻 :〒
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889-2192宮崎県宮崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学
農学部動物生産学科水産増殖学講座)

ニュージーランドから得られたギンザメ属の1新種

Dominique A.Didier

本論文 45(3):281-289

ニュージーランド北島沖水深300-950メ ートルから得られた3

標本に基づいて,ギンザメ属の 1新種を記載した。本種は同属
の他種とは,体や鰭に茶褐色の複雑な縞紋様や点状斑があるこ

と,円い腹鰭, 自縁の第 1背鰭,前鯉蓋佃1線管と口部側線管が

共通の側線管から分枝すること,交尾器の先端3分の 1が 2叉

し,その末端部が淡色で肉質であること,等の特徴で区別でき

る.属内で最も近似した働 J“αθκ
“
ο4S′ЮSα 及びC.ο昭′ο

“
Jと は

比較を行った。本属の魚類はニュージーランドからは今まで報

告がなく,本種はニュージーランド海域で記載される本属の初

めての種である。

(The Academy of Natural Scicnces,USA)

日本産コチ科魚類4種の稚魚と成長

廣田理史 0佐々本邦夫

本論文 45(3):291-301

土佐湾で底曳網により採集された標本にもとづき, コチ科魚

類4種の稚魚とその成長を記載した。アネサゴチ属 (θ″

`gο

εJα )2

種の稚魚は1枚の眼上皮弁で特徴づけられる。体の顕著な暗色

帯の有無でオニゴチ (a ψJ′。sα )と アネサゴチ(a“αεЮ′υJs)が

識別される。トカゲゴチ (ル crε Jαノ″ο′Jεα)の稚魚は腹部をの

ぞき体に黒色色素胞が密に分布し,背鰭と臀鰭の軟状が12本で

ある点で特徴的である。マツバゴチ (RοgαグJ夕s αψθr)では標本体

長15 mmで すでに前鯉蓋骨に前向棘を持つ。稚魚期初期に著し

い負の不等成長が両眼間隅域に生じ,それに伴い両眼が頭部佃1

方から背方に移動する。

(〒 780-8520高 知市曙町2-5-1 高知大学理学部生物学教室)

バショウトビウオの脊柱と尾部骨格系の発達

Juanito C.Dasilao,JL・ 山岡耕作

本論文 45(3):303-308

バショウトビウオ乃κЮεοθ′νs″θ″′0″θ″′0の脊柱と尾部骨格

系の発達を稚魚 (標本体長 16。 9mm)か ら成魚 (112.2mm)ま で

調べた。稚魚期における尾部の外部形態は成魚のそれに類似し

ていたが,内部形態は個体発達に伴い多様な変化を示した。骨

格形成は標準体長60-69 mmで ほぼ完成し,完全な骨化は飛行
を可能にするものと考えられる。椎体,神経弓門,血道弓門か

ら穿孔が消失するのも,離海面時に要求される中軸骨格の強度

を保障するものであろう。この他にも同様な機能的意味のある

個体発生上の変化が認められ,そ れらは次のような点である。

第2尾鰭椎前椎体神経棘の突起が尾神経骨の刻み目に膠着する

点,第 3+4下尾骨と第5下尾骨が融合する点,延長した第 1+2

下尾骨が発生する点.

(〒 781-1164土佐市宇佐町井尻 194 高知大学海洋生物教育

研究センター)

耳石Sr/ca比によるサクラマスの回遊履歴の推定

新井崇臣・塚本勝巳

匁三幸風  45(3):309-313

サクラマスθ′εοr″″ε力
"S“
αSO夕の耳石のSノCa比 から本種の

各生活型の回遊履歴を推定した.海洋生活を経ない (淡水飼育)

個体では耳石の中心から縁辺にいたるまでsr/ca比 は一貫して低

かった。1994年 に新潟県加治川を遡河し,その後淡水中で約6

カ月飼育した個体のSr/Ca比は,耳石中心から800～ 1000 μmの

部分までは低 く,そ の後 Sr/ca比 の急激な増加がみられ ,
1400～ 1800 μmの部分まで高値が続いた。6個体中31団体につい

ては,耳石の最外縁でSノCa比は減少する傾向があった。以上

のことからサクラマスの耳石のSr/Ca比の低い部分と高い部分

は,生虐、環境中のSr/Ca比を反映し,それぞれ河川生活期間と

海洋生活期間に対応しているものと考えられた。これより,本

種の回遊履歴を耳石のSr/Ca比によって推定できると考えた。

164-8639東京都中野区南台 1-151 東京大学海洋研究

黄海産クサウオ科魚類二

"α

清
`λ
ψ ι
“
Sおの再記載

佳 允・木戸 芳・尼岡邦夫
短報 45(3):314318

韓国沖の黄海から得られた28個体の標本に基づき,L″αrJs

C力ψイ
`“

Sお Wu ct Wang,1933を 再記載 した。本種は顕著な性的二

型を示し,雄は体に刺を持つこと,背鰭と臀鰭は黒 く,その最

長鰭条が雌より長いこと,腹部が雌より短いこと,背鰭と臀鰭
の尾鰭への連結部が雌より長いことなどにより,雌から明瞭に

区別された。本種の雌が示す特徴は,本種と共に同じ論文に原

記載 された二″αrJS ε力θα′夕s Wu ct Wangの 特徴に一致することか

%,L.ε力οα′γsは 本種の雌 に基づいて記載 されたと判断 し,L.

ε力οα
“
夕sを 本種の新参シノニムとした。

(在 三大韓民国全羅北道群山市 群山大学校自然科学大学 ;木
戸 三〒03946青 森県下北郡大間町大字大間字大間 104 大間

町役場 ;尼岡 三〒041-86H函 館市港町3-1-1 北海道大学水

産学部 )

舞鶴湾におけるナベカおよび トサカギンポの婚姻システム

須之部友基

史三幸風 45(3):319-321

京都府舞鶴湾において 1992年 6月 21日 から7月 8日 にかけて

ナベカθ″οb″″ε力露sθた多
“
Sお よびトサカギンポθヵsc′θ′α′οευs

の婚姻システムを観察 した。2m× 15mの観察区にナベカ雄 14

個体 (全長 55-88 mm),雌 28f固体 (45-80 mm),ト サカギンポ雄 2

個体 (52-55 mm),雌 3個体 (50-58 mm)が 出現 した。ナベカの生

虐、水深は45-120cmで , トサカギンポのそれは20-60cmで あっ

た。両者の分布は一部重なるが,種間での攻撃行動,求愛行動
は見られなかった。ナベカは雌雄ともに縄張 りが見られず,行

動圏は互いに重なり合った。繁殖は8:00-14:00頃観察された。

雌は産卵に先立ち,カ キ殻に営巣する雄を訪問した。雌がそば

に近づくと,雄は求愛行動により雌を巣へ誘った。77例 の訪問

で雌は 1日 に2尾以上の雄を訪問するのが38例見られた。入巣

時間は入巣直後に出てしまう場合 (0+)か ら95分 まで様々であ

け

”
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るが,短時間入巣 (0+-22分 )と 長時間入巣 (41-95分 )に分け

られた。巣の中の様子は観察できなかったが,短時間入巣では

少数の卵を,長時間入巣の際に多数の卵を産んでいると考えら

れた。 トサカギンポにおいても雌雄ともに縄張りが見られず,

行動圏は互いに重なり合った.繁殖は10:Oo_13:00頃観察され

た。雄はカキ殻に営巣した.繁殖に先立ち,雄は自分の巣を離

れ,雌 を訪問し求愛した。雌は求愛に応じて,雄に従い巣に近
づいたが入巣には至らなかった。

(〒 260-8682千葉市中央区青葉町955-2 千葉県立中央博物

館)

クック諸島から得られたヤミスズキ属の1新種BθJa“η
`κ
α刀虎J

(真骨魚類 :ハタ科 :ハタ亜科 :キ ッソクハタ族)の記載とキッ

ソクハタ族内の類縁関係

Carole C.Baldwin O WD Leo Smith

本論文 45(4):325-339

ハタ科ヤミスズキ属の1新種β
`′

θκηθκα〃′
`Jの
記載をクック

諸島ラロトンガ島 (水深68-122m)か ら得られた5標本に基づき

行った。本種はキッソクハタ族のすべての既知種と背鰭条数

(IX,10),臀 鰭条数 (IH,7)お よび主に黄色とオレンジ色で形成

される色彩パターンにおいて異なる.形態形質によるハタ亜科
の分岐分析は,キ ッソクハタ族のキッソクハタ属とヤミスズキ

属それぞれの単系統性を支持し,ヤ ミスズキ属がキツソクハタ

属と1種のみを含むルリハタ属からなる群と姉妹関係にあること

を示唆する.

(D市ision of Fishes,MRC 159,National Museum ofNatural History9

Smithsonian lnstitution,USA;Snlith,present address:IDepartinent of

Biology9 Villanova Un市 ersity9 USA)

中期中新世讃岐層群 (香川県大川町)か ら得られたナマズ科の

化石

渡辺勝敏・上野輝禰・森 繁
本論文 45(4):341-345

ナマズロナマズ科と同定される1個体の化石(92.5mm SL)が

香川県大川郡大川町柴谷の中期中新世讃岐層群 (15。 8± 0。 9 Ma)

から産出した。これはナマズ科魚類としては最も古い確かな記

録である.本種は以下の特徴を持つ.脊椎骨数が52か 53,臀鰭

軟条数が61か 62,胸鰭条数が 1棘 10軟条以上,腹鰭条数が8以

上,鯨条骨数が8以上,頭長/標準体長が約24%,胸 鰭棘が太

く短い 標準体長の約H%),ま た尾鰭はおそらく深く二叉しな
い。本化石は現生の日本産ナマズ科3種 とは明らかに異なり,

その比較的古い産出年代などから未記載種と考えられる。

(渡辺 :〒 108-8477東 京都港区港南4-5-7 東京水産大学魚

類学研究室 ;現住所 三〒917-0003福 井県小浜市学園町 1-1

福井県立大学海洋生物資源学科 ;上野 三〒169-0073東京都新

宿区百人町3-23-1 国立科学博物館 ;森 :〒 761-8076香川

県高松市多肥上町902つ 多肥小学校)

トビウオ科魚類の系統発生

本論文 45(4):347-353

トビウオ科魚類の系統発生を分岐学的に調べた。使用した41

形質は初期生活史と外部 。内部形態から得られたものである。

本科の単系統性は10個の共有特化で支持される.科内ではサヨ

リトビウオ属0〃θttα
“

ρ力郷が他のすべての属を含む群と姉妹

関係をなし,後者は10個の共有特化で定義される.ト ンガリト

ビウオ属乃グJα′οrは稚魚期に下顎にヒゲを生じる残りの5属 を含

む群の姉妹群である。ツマリトビウオ属乃κ
“
εοθ′夕sはイダテン

トビウオ属Eχθθθα
"s,ハ
マトビウオ属c″s`ル r夕S,ダルマトビ属

Pη
"Jε

力′″s,ニ ノジトビウオ属用″ッ
“
グjε滋りsがなす群と姉妹関

係にあり,後者は4イ固の共有特化をもつ, イダテントビウオ属
は他3属の姉妹群である.本科魚類の系統発生は滑空能力の段

階的向上によって特徴づけられ,尾鰭,胸鰭そして腹鰭の順に

変化が生じたと推察される.サ ヨリトビウオ亜科を科内に再設

定した。

(Dasilao:〒 790-0905松 山市樽味3-5-7 愛媛大学大学院連合

農学研究科,現住所 :〒 781-H64土 佐市宇佐町井尻 194 高

知大学海洋生物研究センター ;佐々木 :〒 780-8520高 知市曙

町2-5-1 高知大学理学部生物学教室)

ミャンマー (イ ラワジ川・シッタン川水系)から採集されたタイ

ワンドジョウ科魚類の一新種 Gみα
““
α′α
“
α″

Prachya Musikasinthorn

本論文 45(4):355-362

タイワンドジョウ科 タイワンドジョウ属魚類の新種を, ミャ

ンマー (ビルマ)の イラワジ川 。シッタン川両水系から採集した

32個体の標本に基づいて記載した.新種働α
“
κα
 βακα″は32-35

本の背鰭鰭条,2344本の臀鰭鰭条,17-20本 の胸鰭鰭条,39-
41枚の側線鱗,3941本の総脊椎骨,下顎左右に一枚ずつの大

型鱗 (ま れに片方に2枚 )を持つこと,腹鰭長が常に胸鰭長の

50%以上であること,そ して7-12イ固の不定形な黒斑を体側上半

部に持つことで同属他種から識別される.

(〒 108-8477東 京都港区港南4-5-7 東京水産大学魚類学研

究室)

ドンコの遺伝的分化と動物地理

酒井治己・山本主税・岩田明久

本論文 45(4):363-376

ドンコθあ
“
′οb夕′おοbsενκの遺伝的分化と動物地理を論じた。

ドンコは日本のほか揚子江中・上流域にも分布するが,地理的

にもっとも近い韓 (朝鮮)半島には分布しないことから,本種の

日本への分布は,中新世から鮮新世初頭にかけて,大陸と淡水

系で直接連絡していたとされる第2瀬戸内地溝帯を通じてであ

ったと推測した。日本各地80地点から得られたドンコ995個 体

について,ア ロザイム18遺伝子座の対立遺伝子組成に基づきク

ラスターおよび分岐分析を行った結果, 日本産ドンコは,西九

州,西瀬戸,東瀬戸,山陰・琵琶・伊勢,お よび匹見の5地理

グループに分けることができた。そのうち,西瀬戸および東瀬

戸グループの分布域は,最終氷期に瀬戸内海地域に存在したと

される古西瀬戸内川および古東瀬戸内川流域によく一致し,そ
こにに生息していた集団にそれぞれ起源すると考えられた.同

Juanito C. Dasilao, Jr. ' ltt<^+ti*
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様に,西九州グループは古有明川に生虐、していた集団に関連が

深い可能性がある。山陰・琵琶 。伊勢グループは,グループ内

集団間の均質性がもっとも低く,分析法によつては単系統性が

支持されなかったため,各 々の集団が,ほかのグループの集団

に比較してより長期間隔離されていたものと考えられた。匹見

グループは,山陰・琵琶 。伊勢グループに若干近いものの,ほ

かのグループから遺伝的にもっとも離れており,やはり長期間

隔離され遺存的に特化したグループであると推測された。西瀬

戸および東瀬戸グループから,山陰 。琵琶 。伊勢および匹見グ

ループの分布する河川への集団侵入がいくつかの地点で起こっ

ており,それらは比較的新しい時代に起こった河川争奪あるい

は溢流によることが示唆された。

(酒井・山本 :〒 759-6595下関市永田本町2-7-1 水産大学

校生物生産学科 ;岩田 :〒 100-0001千 代田区千代田1-1 宮

内庁侍従職 ;現住所 :〒 606-8501京 都市左京区吉田下阿達町

46 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科)

イシドジョウGθ bJ′ is″ルαお″θ
“
sおの初期発生

清水孝昭 0酒井治己・水野信彦

本論文 45(4):377-384

これまで野外で卵,仔稚魚の採集例がなく,初期生活史が不

明であったイシドジヨウについて,山口県郷川の親魚を用いて

ゴナトロピン投与による人工受精を試み,初期発生の過程を記

述した。受精卵の卵黄は淡い黄色,吸水後の卵径は平均2.7mm

で,色素およびツ由球をもたない透明卵であった。水温 18° C,

4～ 5日 で孵化が起こつた。孵化仔魚の全長は平均 5。7mmで,特

徴的な色素胞をほとんどもたず,2対の外鰍弁を備えていた。

外魚思弁は孵化後3日 目には4～ 5対 となり,その後 10日 目には消

失した。卵黄は孵化後 16日 目には完全に吸収され,摂餌は孵化 ・

後 H日 目より観察された。孵化後38日 目,全長16 mmの 時点

では各鰭の条数が定数となり,ほぼ稚魚期のステージに達して

いた。本種の初期発生を他のシマドジョウ亜科魚類と比較した。

本種は, シマドジヨウ属の数種と比べてもっとも卵および孵化

仔魚が大型で,色素胞の発達が遅く,こ れらの特徴はアジメド

ジョウ属のアジメドジョウやヨコジマドジョウにむしろ共通し

ていた。イシドジョウの卵・仔魚が本属他種と比較して大きい

ことおよび色素胞の発育の緩やかさは,ア ジメドジョウおよび

ヨコジマドジョウと同様,山地流に生虐、し礫底中に産卵をおこ

なう生活史特性を反映していると推定された。

(清水 :〒 799-3125愛媛県伊予市森 121-3 愛媛県中予水産

試験場 ;酒井 :〒 759-6595山 口県下関市永田本町2-7-1 水

産大学校 ;水野 :〒 791-0213愛媛県温泉郡重信町牛渕 1885)

西部太平洋のsy列

"“

r“ S力θ″あι
“
sお Hubbs,1915(ホ ンドウシノ

シタ)の有効性

Thomas Ao Munroe。 尼岡邦夫

本論文 45(4):385-391

シ

“

ρ力
"″
S力θ耽わθ4s,s Hubbs,1915(ホ ンドウシノシタ)は駿河

湾の390-542mで 捕らえられた完模式標本から記載されたが,

長い問,ハ ワイ海域, 日本, フイリピン及び南アフリカから知

られている∫s′ rjε′夕s Gibert,1905(ヒ モウシノシタ)の新参シノ

ニムであると考えられていた。最近,奄美大島沖の深海 (780-

815m)か ら捕獲された 1個体及び完模式標本から得られた新 し

い情報からS.力ο″グο
`″

sJsは有効種と判断した。本種は背鰭近位

担鰭骨の神経棘への挿入様式が 1-2-3型 ,腹椎骨は10本 ,尾鰭
は14条 ,背鰭は Hl― H3条,臀鰭は95条 ,全脊椎骨数は59本 ,

縦列鱗数は 10卜 lo6枚 ,体の無眼側は有眼側のように暗色,腹

膜は黒色などで近似種と区別できる。本種の有効性が確認され

たことにより, 日本近海には既知種としてアズマガレイS.ο″jθ′―

′α′Js Bleeker,ヒ モウシノシタs.srrJε′夕s及 びホンドウシノシタ∫

力θκグοθ4s,sの 3種が生虐、し, さらに,南 日本の深海域に少なく

とももう1種未記載種がいる可能性がある。

(Munroe:National Marine Fishe」es Ser宙 ce National Systematic

LaboratoryD MRC-153,National lⅥ uscum of Natural History9 USA;

尼岡 :〒 041-86H函 館市港町3-1-1 北海道大学水産学部生

産基礎生物学講座 )

地表性と洞窟性の個体群からなるタイ西部産ナマズ科の1新種リ

Prarθ cr,prlis b“ c`α′α

Heok Hee Ng O Maurice Kottelat

本論文 45(4):393399

タイ西部カンチャナブリ地方サイヨツク近郊よリナマズ科の 1

新種 ,P′θЮεり″,sb夕εεα′αを記載 した。新種は他の同属別種と

は,頬を膨出させる顕著な顎筋を備えること,お よび5牛61の

臀鰭条数,7の胸鰭条数,50-52の 脊椎骨数,4本の髭の数,2
箇所に分離する鋤骨歯帯などの形質を組み合わせることにより

識別可能である。サイヨックノイ洞窟には色素を欠いた個体群

が存在する。本報は洞窟性ナマズの東南アジアからの最初の記

録である。

(Ng o Kottelat:School of Biological Science,National University of

Singapore,Singapore)

オース トラリア北西部沿岸より得られたハタタテガレイ属の稀

種助″αrぉ
“
α
`″
り お (カ レイロヮベロガレイ科)の稚魚

星野浩―・尼岡邦夫

短報 45(4):401403

ベロガレイ科魚類の稚魚はこれまで数件の報告があるにすぎ

ず, きわめて知見に乏しい.今回新たに本科魚類に属する稚魚
1個体 (標準体長 10。 3mm)が得られたので報告する。この個体
は,尾鰭条が分枝 しないこと,胸鰭条数が4本であること,腹

椎骨が 10個であること,背鰭・臀鰭条数および尾椎骨数が比較

的少ないことなどから,ハ タタテガレイ属の稀少種 Sα
“
α″js

″αε″′響おに同定 された。本種 は ミャンマー近海の Gulf of

Martabanか ら得られた完模式標本 1イ団体に基づ く原記載以来 ,

南アフリカ北東部から1例の報告があるほかは,稚魚の図版が

未同定種として出版された例があるのみである。

(〒 041-8611函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部生産基

礎生物学講座 )

カワヤツメ (ιιttι
“
″″
“
九″
“
J`“″)の矮小型雌雄個体

山崎裕治・杉山裕子・後藤 晃
短報 45(4):404408
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北海道および本州東北部の河川から, カワヤツメの矮小な雄

および雌個体が採集された。ヤツメウナギ類における矮小型雌

個体の出現については初めての記録である.こ れら矮小型個体

は十分に発達した二次性徴を示し,加えて雄では精子を,雌で

は残留卵をそれぞれ有していたことから,産卵期または産卵直

後の個体であると考えられた。二次性徴において,矮小型個体

は遡河回遊型個体と一致したが,前者は後者と比べて成熟体サ

イズが小型であることに加え,い くつかの異なる形態的特徴を

示した。またこれらの個体は遡河回遊型個体に比べ, より退縮

した腸管および発達の劣る歯列を持つこと, さらに体色が銀色

を呈していないことから,非寄生性・淡水型の生活様式を持つ

と推察された。

(〒 0418611北海道函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部

育種培養学講座 ;山崎 現住所 :〒 917-0003福 井県小浜市学
園町11 福井県立大学生物資源学研究科)

ハゼ科イソハゼ属6種の水槽内における繁殖行動

須之部友基

短報 45(4):409412

イソハゼ属イソハゼEッ Jθ′ααわ釧,ア カホシイソハゼE.“θ′αs“α,

ナンヨウミドリハゼE.β″sj″α,ホ シヒレイソハゼE9"θθ4S―

′α′グJθα,キ ンホシイソハゼE.s′ο″′″″χおよびアオイソハゼE.ρ
“
―

sJ′

“
を水槽で飼育し繁殖行動を観察した。繁殖行動は雄による

巣の準備,雌への求愛,雌の入巣と産卵,雄による孵化までの

卵保護から成つていた。求愛行動をのぞき,種間での行動パタ

ーンには差が見られなかった。求愛行動はそのパターンによつ

て3つのグループに分けられた。イソハゼとアカホシイソハゼで

は,雄が腹部を水底に接触させながら背鰭をたたみ雌に接近し,

そばまで来ると頭部を下げる。次いで,腹部を水底から離し,

第2背鰭と臀鰭を波打たせながら巣に戻る。ナンヨウミドリハ

ゼとホシヒレイソハゼでは,雄が腹部を水底から離して背鰭と

臀鰭を立てて雌に接近し,そばまで来ると頭部を上げる。雄の

接近に対し雌が反応する行動を示すと,腹部を水底から離し,

体をくねらせながら巣に戻る。キンホシイソハゼとアオイソハ

ゼでは,雄が腹部を水底に接触させながら背鰭を立てて雌に接

近し,そばでは頭部が水平に保たれる。次いで,腹部を水底に

接触させながら巣に戻る。全ての種で巣に戻る途中,水底で停

止すると尾部を左右に小刻みに振った。Lachner and Karnella

(1980),Karnella and Lachner(1981)お よび JCWett and Lachner

(1983)は 本属41種 を主に外部形態により7つのグループに分け

ているが,行動パターンが似ている種は同じグループに属する

近縁種どうしであった。これは本属の求愛行動パターンが系統

関係を反映していると考えられる。

(〒 260-8682千葉市中央区青葉町955-2 千葉県立中央博物

館)

タンガニイカ湖産カワスズメ科魚類9働JJacλ
“
″おs′″ριrSガ は

C′ル″″ΨliJysの新参同物異名

高橋鉄美・仲谷―宏

短報 45(4):413418

アフリカ・タンガニイカ湖の固有属であるα〃οε力Ю
“
Js属の

Gρ′θ夕ЮQρガッs(Boulenger,1906)と C siappθ rsJj(BOulenger,1914)

を分類学的に検討した。Poll(1946)は Cs″″θだJJを cノθγ―

“
ψ′ルsの新参同物異名とした。その後,Poll(1986)は 上顎の歯

列数と最外列歯数,お よび臀鰭軟条数に差異があるとし,C.
S″″θ浴′Jが別種であると結論した.本研究ではC.s′9″θだJ′の

後模式標本と副後模式標本,お よびGρ′θttψ Jルsの総模式標

本を比較し,多 くの一般標本も加えて,両者の分類学的関係を

調査した。その結果,PoH(1986)の用いた形質やその他の形質

に明瞭な差異が見られず,両者は同一種であることが明らかに

なった。従って,Cs物叩θだJ′ はCρ′θνЮψJルSの新参同物異名
である。

(高橋 。仲谷 :〒 041-86H函館市港町3-1-1 北海道大学水

産学部生産基礎生物学講座)

北太平洋中央部より得られたマンザイウオ

茂木正人・長澤和也

短報 45(4):419423

1997年 6月 に北太平洋中央部の 39° 00′ N,180° 00′ で浮き延縄

を用いマンザイウオ 1イ団体を採集した。本研究では,その採集

場所の水温,塩分,同時に採集された他の魚類, イカ類の情報

を示すとともに,北太平洋産の20個体を加えて詳しい記載を行

い,北太平洋における本種の分布を明らかにした。本種はこれ

まで北太平洋では大陸縁辺部からいくつかの記録があり,中央

部からはSoutheast Hancock Seamountで 稚魚が得られているのみ

であったが,外洋域にも広く分布していることが分かつた。本

研究で用いた標本のほとんどは移行帯で得られたものであった

が,幼魚2イ固体のみ亜熱帯収束線付近で得られていること,既

往の知見において稚魚が移行帯の亜熱帯収東線付近や黒潮源流

域など低緯度で得られていることは,本種が亜熱帯域で産卵を

行うことを示唆している。

(茂木 :〒 108-8477東 京都港区港南4-57 東京水産大学魚
類学研究室 ;長澤 三〒424-8633静岡県清水市折戸5-7-1 遠

洋水産研究所生態系研究室)


